
ユーザ事例

IT サービス企業

株式会社野村総合研究所
野村総合研究所が、クラウドマネージドサービス「mCanvas」の強
化を進めています。IT 統制・運用管理・サービスデスクまでのワンス
トップでサポート、オンプレミスからクラウドへの安全かつ迅速な
移行サービスなど、更なる顧客価値向上に向けた進化は続きます。

お問い合わせ

野村総合研究所（NRI）が NetApp Cloud Sync を採用し、プライベートクラウド上の数10TB
クラスの大規模ファイルサーバーをAmazon S3へ移行しました。Cloud Sync は、NFS データ
ボリュームをオブジェクト形式へ変換し、高速にクラウドオブジェクトストレージへ移動させる
ことのできるサービス（SaaS）です。NRI は、オンプレミス環境上で稼動するプライベートクラ
ウドとパブリッククラウド環境でシームレスにデータを管理・活用できるソリューションとして、
NetApp 製品の積極的な活用を推進しています。

数10TB
規模 の 7時間

ファイルサーバーを
AWS へ移行

12時間以内の要件に対し

で移行を完了

大規模ファイルサーバーの安全なクラウド移行と
サービス停止時間の最小化を
NetApp Cloud Syncサービスが実現
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“マルチクラウド環境の普及とともに、データの格納先や利用場所はさらに多様
化するでしょう。オンデマンドでデータを移動したり、同期させるような要求に、
Cloud Syncが最適なソリューションとなることは間違いありません”

株式会社野村総合研究所
主任テクニカルエンジニア
基盤サービス本部 基盤インテグレーション推進部
石川 圭祐 氏

チャレンジ
高品質なマルチクラウド環境を実現
する「mCanvas」クラウドマネージド
サービス
我が国を代表するシンクタンクであり、
ITソリューションカンパニーとして卓
越した技術力を誇る野村総合研究所

（以下、NRI）。同社では、顧客のある
べき姿の実現に向けた提言を行う「ナ
ビゲーション」と、的確な解決策を講
じる「ソリューション」を相乗的に機能
させ、コーポレートスローガンに掲げる

『未来創発』の実現を目指しています。
基盤サービス本部 基盤インテグレー
ション推進部の中庄谷哲平氏は次の
ように説明します。

「私たち基盤サービス本部では、マル
チクラウドのマネ ー ジドサ ー ビス

『mCanvas』に力を注いでいます。NRI
独自のプライベートクラウド基盤と、
複数のパブリッククラウドサービスを
自由に組み合わせたマルチクラウド環
境に対し、NRI が IT 統制から、運用管
理、サービスデスクまでをワンストップ
でサポートするソリューションです。お
客様は、どのクラウドを利用している
のか意識することなく同一品質の IT
サービスをご利用いただけます」

mCanvasでは、特定のクラウドサービ
スにロックインされるリスクを回避し
ながら、複雑になりがちなマルチクラ

ウド環境の運用をシンプル化すること
ができます。

「mCanvas は、マルチクラウドによって
適材適所のデータ配置、ITリソース活
用を実現します。たとえば、『大規模な
コンテンツ配信』と『高度な画像解析
処理』それぞれに強みを持つパブリッ
ククラウドサービスを使い分けることで、
成果とコストメリットを最大化できます」

（中庄谷氏）

クラウド化の流れの中で、オンプレミ
ス環境からパブリッククラウドへ大規
模なデータ移動を行う例も出てきてい
ます。同部の石川圭祐氏は次のように
話します。

「2018年6月に、NRI のプライベートク
ラウド基盤で運用していた数10TB ク
ラスの 大規模ファイル サ ー バ ー を
Amazon S3へ移行させました。稼働
中のシステムに対して、12時間以内の

停止時間で安全に移行を完了させる
ことが最大のミッション。私たちは

『NetApp Cloud Sync』を採用し、限ら
れた時間内でデータ移行を完遂しま
した」

ソリューション
NetApp Cloud Sync を利用し
Amazon S3へ大容量データを移動
NRIが選定した「NetApp Cloud Sync」
は、NFS データボリュームをオブジェ
クト形式へ変換し、高速に Amazon 
Simple Storage Service（S3）オブジェ
クトストレージに移動・同期できる
サービス（SaaS）です。Cloud Sync は、

「SaaSならではの迅速な利用開始」「マ
ルチプロトコル対応」「差分転送を利
用した高速データ移動」「従量課金制・
ライセンス不要」という特長を備えて
います。

プ ラ イ ベ ー ト ク ラ ウド 基 盤 か ら
Amazon S3へのデータ移動に際して、
石川氏らは3つの課題を乗り越えなけ
ればなければなりませんでした。

①数10TB クラスの大容量ファイルを
Amazon S3へレプリケーション

② NFS データボリュームの Amazon 
S3オブジェクト形式への変換

③稼働中のシステムに対して12時間
以内の停止時間で移行を完了

株式会社野村総合研究所
上級テクニカルエンジニア
基盤サービス本部 基盤インテグレーション推進部
中庄谷 哲平 氏
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「当初、アプライアンス製品を利用して
データを移行することを想定していま
した。しかし、実機で検証したところ

『12時間以内の停止時間で移行を完
了』という要件を満たせないことがわ
かったのです」と石川氏は振り返ります。

ローカルでのファイルコピーを行う前
処理に想定以上の時間を要すること
が問題でした。NFSデータボリューム
のコピー時に実行される膨大な件数
のファイルスキャンに時間を要してい
たのです。

「急遽、別のプロジェクトで検討してい
た『Cloud Sync』をテストし、これなら
行けるという確証を得ました。決め手
になったのは、『高速なファイルスキャ
ン』と『差分データ転送による高速同
期』が可能なことです」（石川氏）

12時間の要件に対し7時間で移行を完了
Cloud Sync により
データ整合性もチェック
数10TB の大容量ファイルをローカル
コピーしてAmazon S3へ移送する「ア
プライアンス方式」の採用は見送られ
ました。そして、「数週間かけてデータ
セット全体をレプリケーションし、その
後は毎日差分データだけをAmazon 

S3と同期させる『Cloud Sync 方式』に
切り替えたのです」と石川氏は説明し
ます。

NRI のプライベ ートクラウド基盤と
Amazon S3は AWS Direct Connect に
よって結ばれており、データ転送には
これが利用されました。AWS Direct 
Connect の帯域はベストエフォートと
いう条件でしたが、Cloud Sync は帯
域を確保できればその分だけ転送速
度が明らかに向上したといいます。

「サービス提供中のシステムでは日々
データが更新されますが、Cloud Sync
が正確に差分データを抽出することで
完全な同期が可能になりました。シス
テム切り替えの当日に、サービスを停
止させてAmazon S3へ移動させたデー
タは2TB 未満でした」（石川氏）

「12時間以内」という要件に対し、石
川氏らは7時間でデータ移行を完了さ
せました。Cloud Syncの「データ整合
性チェック機能」を利用して、日々の
データ同期 のタイミングにおいて、
NFS データボリュームとAmazon S3
が完全に同期していることを確認。そ
して、計画通り2017年10月に AWS 上
でサービスが開始されました。

中庄谷氏は、「Cloud Sync が SaaS と
してオンデマンドで利用できたたことも、
移行プロジェクトがスムーズに運んだ
要因のひとつ」と指摘します。

「Cloud Sync のセットアップは実に容
易で、最初にアクセスしてから30分で
データ移動の準備が整いました。この
スピード感は SaaS ならではですね。ラ
イセンスを購入する必要がなく、従量
制で利用できることも大いに期間短縮
に貢献したと思います」（中庄谷氏）

ベネフィット
マルチクラウドの推進と
最適なハイブリッド環境の実現へ

「マルチクラウドの積極活用、ハイブリッ
ド環境の最適運用」を推進する過程で、
NRI はネットアップ製品を幅広く採用
してきました。基盤サービス本部では、
NetApp AFF や FAS などのストレージ
アレイをはじめ、Cloud Sync、Cloud 
Volumes ONTAP（ONTAP ストレージ
OS の機能をパブリッククラウド上で利
用するための仮想アプライアンス）な
どを利用しています。

「今回のケースはオンプレミスからパブ
リッククラウドへのデータ移動でしたが、

株式会社野村総合研究所
主任テクニカルエンジニア
基盤サービス本部 基盤インテグレーション推進部
石川 圭祐 氏
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Cloud Sync には大きなポテンシャル
があると思っています。マルチクラウド
環境の普及とともに、データの格納先
や利用場所はさらに多様化するでしょ
う。オンデマンドでデータを移動したり、
同期させるような要求に、Cloud Sync
が最適なソリューションとなることは
間違いありません」（石川氏）

NRIのマルチクラウドのマネージドサー
ビス「mCanvas」を利用している企業
では、AWS/GCP/プライベートクラウ
ドによるマルチクラウド環境の活用と
運用最適化に取り組んでいます。中庄
谷氏が次のように話して締めくくりま
した。

「Amazon S3の採用により、お客様自
身が自社の顧客に提供するサービス
を改善させました。このようにお客様
のビジネスの成果に結びつくソリュー
ションこそ、私たちがmCanvasで目指
しているものです。今後も、『マルチク
ラウド環境におけるデータの最適配置』

『置き場所を意識させないシームレス
なデータ活用』といった mCanvas な
らではの価値を追求していく考えです。
ネットアップには、優れたテクノロジー
と製品で私たちのソリューションポー
トフォリオを拡充させてくれることを期
待します」

ネットアップは、ハイブリッド クラウドのデータに関するオー
ソリティです。クラウド環境からオンプレミス環境にわたる
アプリケーションとデータの管理を簡易化し、デジタル変革を
加速する包括的なハイブリッド クラウド データサービスを
提供しています。グローバル企業がデータのポテンシャルを
最大限に引き出し、お客様とのコンタクトの強化、イノベー
ションの促進、業務の最適化を図れるよう、パートナー様と
ともに取り組んでいます。

詳細については、www.netapp.com/jp をご覧ください。
#DataDriven

© 2018 NetApp, Inc. All rights reserved.
記載事項は、予告なく変更される場合があります。
内容の一部または全部をNetApp, Inc の許可なく使用・複製することはでき
ません。NetApp、NetApp ロゴ、SolidFire は、米国およびその他の国におけ
るNetApp, Incの登録商標です。その他記載のブランド・製品名は、それぞれ
の会社の商標または登録商標です。CSS-7058-1218-JP

ネットアップ合同会社
TEL：03-6870-7600
Email：ng-sales-inquiry@netapp.com

ソリューションの構成

ネットアップ製品

NetApp
Cloud Sync サービス

03-6870-7400お問い合わせ

https://www.netapp.com/jp/products/cloud-storage/data-sync-saas.aspx

詳細はこちら

https://www.netapp.com/jp/index.aspx
https://www.netapp.com/jp/index.aspx
http://twitter.com/#!/NetApp_Japan
http://www.facebook.com/NetApp.Japan
http://www.youtube.com/user/NetAppTVJapan
https://community.netapp.com/
http://www.netapp.com/jp/forms/sales-contact.aspx
http://www.netapp.com/jp/products/storage-systems/solidfire/index.aspx

